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 リスクと症状・所見の分類 

 リスク分類  症状・所見分類 

 成人 
 (12歳以上) 

 高リスク 
 ・ワクチン未完了の80歳以上の方 

 寄与因子 
 　・高リスクの免疫抑制者 
 　　　20mg以上のステロイドを14日以上使用 
 　　　非ステロイドの免疫抑制剤使用者 
 　　　固形癌で化学療法実施者 
 　　　血液癌、移植後 
 　　　造血幹細胞治療5年以内 
 　　　原発性免疫不全 
 　　　HIV(条件あり） 
 　・透析 
 　・心不全、肝不全、COPDなど慢性疾患 
 　・妊娠36週以降、36週未満でワクチン未完了 

 中リスク 
 　・肥満 (BMI>35，体重>100kg) 
 　・糖尿病コントロール不良 
  ・ワクチン完了した妊娠36週未満の妊婦 
  ・ワクチン未完了の70~79歳の方 
  ・ワクチン完了した80歳以上の方 
  ・リスクの低い免疫抑制患者 

 症状 
 　・呼吸困難 
 　・胸痛 
 　・急性梗塞の症状 
 　・動悸 
 　・深部静脈血栓を疑う症状 
 　・薬の効かない激しい頭痛 
 　・持続的な下痢や嘔吐 
 　・水分摂取困難 
 　・38度以上の熱が3日以上持続 

 所見 
 　・頻脈（100回/分） 
 　・頻呼吸（20回/分） 
 　・低血圧（<100mmHg以下） 
 　・血中酸素飽和度≦94% 

 小児 
 (12歳未満) 

 高リスク 
 ・3か月未満 

 寄与因子 
 　・骨髄・臓器移植など免疫抑制者 
 　・癌に対する化学療法実施者 
 　・血液系の悪性物治療者 
 　・免疫抑制剤使用者 
 　・HIV/AIDS(未治療） 
 　・透析 
 　・糖尿病コントロール不良 
 　・高血圧症コントロール不良 
 　・心不全、肝不全、COPDなど慢性疾患 
 　・先天性心疾患 
 　・神経発達障害 

 中リスク 
 　・肥満 (年齢で異なる) 
  ・3か月から3歳の方 

 症状 
 　・呼吸困難 
 　・胸痛 
 　・動悸 
 　・倦怠感 
 　・40度以上の高熱 
 　・38度以上の熱が5日以上持続 
  ・あらゆる部位の著明な痛みや不快感 
 　・通常よりも強い頭痛(薬効果なし) 
 　・5日以上続く呼吸症状 
 　・  持続的な下痢、嘔吐、腹痛 
 　・水分摂取困難（通常の半分以下） 
 　・脱水（排尿が1日4回以下） 
 　・多系統炎症/川崎病の疑い 

 所見 
 　・血中酸素飽和度≦94% 
 　・頻脈（年齢で異なる） 
 　・頻呼吸（年齢で異なる） 

 プロトコール対応表 

 症状・所見分類  無症状(自宅) 
 PET/HRWなど 

 無症状(医療機関) 
 渡航前検査など  懸念する症状あり  軽度 

 高リスク 
 患者 

 ART＋  かつ  PCR＋ 

 →  Protocol 1 
 ART＋  かつ  PCR＋ 

 →  Protocol 1 
 ART＋  のみの時は 

 PCRで確定 
 →  Protocol 1 

 ART＋  のみの時は 
 PCRで確定 

 →  Protocol 1 

 中リスク 
 患者 

 ART＋  かつ  PCR＋ 

 →  Protocol 1 
 ART＋  かつ  PCR＋ 

 →  Protocol 1 
 ART+ 

 →  Protocol 2 
 ART+  もしくは  PCR+ 

 →  Protocol 2 

 低リスク 
 患者 

 ART＋  かつ  PCR＋ 

 →  Protocol 1 
 ART＋のみ 

 →  Protocol 2 
 (Primary Care) 

 ＊PCR+でProtocol1 

 ART+ 

 →  Protocol 2 
 ART+  もしくは  PCR+ 

 →  Protocol 2 


